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１Ｄ０９ 

令和 5年度 博士（後期）課程 1年次における進路意識と経済状況に関する調査 

 
発表者 1齋藤経史（文部科学省 科学技術・学術政策研究所） 

ksaito@nistep.go.jp 

 

 
1. 「「令令和和 55年年度度  博博士士（（後後期期））課課程程 11年年次次ににおおけけるる進進路路意意識識とと経経済済状状況況にに関関すするる調調査査」」のの概概要要  

調査実施手順と調査目的 
文部科学省 科学技術・学術政策研究所 第 1調査研究グループは、2024年 2月から 2024年 4月にかけ

て「令和５年度 博士（後期）課程 1 年次における進路意識と経済状況に関する調査」を実施した。本

調査は日本国内の博士課程に持つ大学全てに対して自大学に在学する令和 5年度の博士（後期）課程 1

年生に対する調査依頼状の配付を依頼した。調査依頼を受領した博士（後期）課程 1年生は調査用のウ

ェブサイトにアクセスし、日本語または英語のウェブ調査票を選択して回答を行った。本調査は、博士

（後期）課程 1年生の進路意識や経済状況を把握することを主目的とし、付随的に社会人学生および留

学生に特化した属性および進路意識を尋ねる設問を設けた。 

 
調査の回答数と回答率 
ウェブ調査票の全ての必須回答の設問に回答した完全な有効回答者数は 5,632であった。大学事務局か

ら提出があった博士課程を持つ専攻別回答ファイルにおいて（母集団の人数に相当する）調査対象者の

合計値は 17,922名であった。この 17,922名を母集団の人数と見なせば、完全な有効回答としての回答

率は 31.4％であった。 

 

2.   回回答答者者のの基基本本属属性性  

回答者の性別と年齢層 

図図表表 11は、博士課程在籍者の現在の研究分野別：回答者の性別区分の回答割合である。回答者の 63％が

男性、35％が女性であり、性別無回答は 2%であった。男性割合は工学分野において 80%で最も高く、次

いで理学分野が 72%となっていた。図図表表 22は、分野別に回答者の 2023年 12月末における年齢層の割合

を示している。回答者に占める 20歳代の割合は、分野合計で 60%であった。理学分野においては他分野

に比べて若い回答者が多く、20歳代の回答者割合は 83%を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図表表 11：：現現在在のの研研究究分分野野別別：：回回答答者者のの性性別別区区分分  

  
図図表表 22：：現現在在のの分分野野別別：：回回答答者者のの年年齢齢層層区区分分 
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社会人学生、留学生に関する区分 
本調査結果の集計において「社会人学生でも留学生でもない者」を［非社留］、「社会人留学生を除く社

会人学生」を［社学生］、「社会人留学生を含む留学生」を［留学生］と区分した。図図表表 33は、回答者 5,632

人における［非社留］［社学生］［留学生］の内訳である。分野合計におけるそれぞれの割合は 36%、29%、

35%となっていた。図図表表 44は、現在の研究分野別：社会人学生、留学生の区分の回答割合である。図図表表 44

では、理学分野においては［非社留］が最も多く 63%を占めていた。一方で、保健分野では［社学生］、

工学分野および農学分野においては［留学生］がそれぞれ最大の割合を占めている。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3. 社社会会人人学学生生おおよよびび留留学学生生にに特特化化ししたた調調査査項項目目にに関関すするる結結果果  

 
社学生（社会人留学生を除く社会人学生）の就労経験 

図図表表 55は、［社学生］の就労経験の分類に関する回答割合である。［社学生］における就労経験では、「フ

ルタイムの勤務経験がある組織に所属中」である割合は 82%となっており、勤務しながら博士課程に在

学する者が大半となっていた。図図表表 66 の［社学生］のフルタイム労働の延べ就労年数の回答割合では、

［社学生］におけるフルタイムの延べ就労年数を 6種の区間で尋ねたところ、6種の区間のうち最長の

期間の「15年以上」が最大の 35%を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図表表 33：：回回答答者者 55,,663322人人ににおおけけるる［［非非社社留留］］  

［［社社学学生生］］［［留留学学生生］］のの詳詳細細内内訳訳  

図図表表 44：：研研究究分分野野別別のの［［非非社社留留］］  

［［社社学学生生］］［［留留学学生生］］のの内内訳訳 

図図表表 55：：［［社社学学生生］］のの就就労労経経験験のの分分類類  
図図表表 66：：［［社社学学生生］］ののフフルルタタイイムム労労働働のの  

延延べべ就就労労年年数数  
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留学生（社会人留学生を含む留学生）の希望 
［留学生］に日本留学への希望の優先度を尋ねたところ、図図表表 77が示すように「日本以外の国への留学

を比較検討したが、日本への留学が第一希望であった」が最も高く 48%、次いで「日本以外の選択肢を

ほとんど考えず、日本留学を希望した」が 45%であった。また、［留学生］における博士課程修了後の居

住国に関する希望を尋ねたところ、図図表表 88示すように「長期的に日本居住」の割合が最も高く 33％、次

いで「居住国に関する明確な希望なし」が 22%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 回回答答者者全全体体ににおおけけるる研研究究環環境境にに関関すするる所所感感とと進進路路意意識識  

進学を決めた時に予想していた研究環境と比べての所感 
図図表表 99は、博士（後期）課程進学を決めた時に予想していた研究環境と比べての所感（分野計）の回答

割合である。博士 1年調査において「博士（後期）課程への進学を決めた時に予想していた研究環境と

比べての所感」を総合的な研究環境を含めて 7種の側面で尋ねた。7種の側面のうち「とても良い+やや

良い」の合計割合が最も高かったのは「研究指導の質」の 60％であった。 
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図図表表 77：：［［留留学学生生］］のの日日本本へへのの留留学学希希望望のの優優先先度度  
図図表表 88：：［［留留学学生生］］のの博博士士課課程程修修了了後後  

のの居居住住国国にに関関すするる希希望望 

図図表表 99：：博博士士（（後後期期））課課程程進進学学をを決決めめたた時時にに予予想想ししてていいたた研研究究環環境境とと比比べべててのの所所感感（（分分野野計計））  

  

33%

34%

45%

23%

20%

36%

29%

46%

44%

21%

21%

16%

17%

29%

22%

16%

18%

25%

7%

6%

5%

8%

7%

7%

8%

7%

4%

15%

12%

8%

22%

25%

12%

11%

14%

11%

6%

22%

25%

26%

27%

17%

21%

29%

15%

16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

分野計（1954人）

家、芸、他（152人）

教育（38人）

保健（262人）

農学（226人）

工学（718人）

理学（263人）

社会（169人）

人文（126人）

長期的に日本居住 一時的に日本、長期的に出身国

一時的に日本、長期的に第三国 修了直後に出身国

修了直後に第三国 居住国に関する明確な希望なし

45%

46%

61%

41%

43%

42%

43%

49%

70%

48%

47%

37%

53%

50%

51%

47%

48%

28%

6%

7%

6%

7%

7%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

分野計（1954人）

家･芸・他（152人）

教育（38人）

保健（262人）

農学（226人）

工学（718人）

理学（263人）

社会（169人）

人文（126人）

留学に関して日本以外の選択肢をほとんど考えず、日本留学を希望した
日本以外の国への留学を比較検討したが、日本への留学が第一希望であった
日本以外の国への留学が第一希望であったが、第一希望が叶わずに日本に留学した

― 285―



博士課程修了後に希望する就業先・教育研究職の度合い 
図図表表 1100 は、博士課程修了後に希望する就職先・専門職の回答割合である。博士課程修了後に希望する

「就職先・専門職」を尋ねると、分野計において「未定」を含めた回答のうち「大学等の教育機関」が

42％でもっとも高く、ついで「民間企業」の 19％となっていた。また、工学分野においては「民間企業」

の 34％が「大学等の教育機関」の 33%をわずかに上回り、第 1 位の割合を占めた。図図表表 1111 は、博士課

程修了後に希望する教育研究職の度合いの回答割合である。博士課程修了後に希望する「教育研究職・

非教育研究職の度合い」を尋ねると、 「強く教育研究職+やや教育研究職」の合計割合は 56％であった。

この合計割合は「人文」「教育」では 70％を超えて相対的に高い一方で、「保健」では相対的に低く 45％

となっていた。 
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図図表表 1100：：博博士士課課程程修修了了後後にに希希望望すするる  

就就職職先先・・専専門門職職  

  

図図表表 1111：：博博士士課課程程修修了了後後にに希希望望すするる  

教教育育研研究究職職のの度度合合いい  
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